
 

恐れている木の物語 

グイノ・ジェラール神父 
 

大きな緑の牧草地の降り注ぐ太陽の下で

小さな芽を出した木がありました。土から

芽が出た途端にこの赤ちゃんの木は恐れで

大きな声で泣きました。その日から、成長

していくなかで彼が抱いていた恐れも段々

と大きくなりました。この木はとても小さ

いので、風が少し吹くたびに全身が風で大

きく揺れ動きました。また、この小さな木

は雨が降ると濡れるのが怖く、太陽が燦々

と長く輝いていると自分の葉が火傷をして

カラカラになり縮れるのが怖いのでした。

さらに、小さな木は畑に遊びに来た子供た

ちに自分の枝を壊され、自分の幹を押しつ

ぶされることもとても恐れていました。 

 その小さな木は、強くなるためにできる

だけ速く成長したかったのです。ある日、

雨が降ったとき、雨のお陰で彼は新しい葉

を作ることができると気がつきました。「雨

は敵ではない、ぼくが成長することを助け

ていてくれるんだね」と、木は独り言を言

って雨を恐れずに受けることを決めまし

た。他の日には、吹き始めた風が小さな木

の涙を乾かしました。「ちょっと待って、風

も気持ちいいし、涙を乾かしてくれるんだ

ね」とびっくりして木は喜んで叫びまし

た。さらに、太陽の光線によって自分が

段々と大きくなることも小さな木は理解し

ました。その結果、生まれた時に抱いた恐

れを木は段々忘れてしまいました。 

やがて青年になった木は、自分はとても 

強いと感じ始め、人々を見下していまし

た。なぜなら人々がもう自分を踏み砕くこ

とができなくなったからです。しかし、他

の問題が彼に新しい種類の恐れを抱かせま

した。と言うのも、木は自分の葉が次々と

落ちるのに気が付きました。彼が子供だっ

た時のように恐怖が彼を強く襲ってきまし

た。自分の周りを見回すと何と他の木も葉

を落としていることに気が付きました。そ

こでこの小さな木は、何が起こっていたの

か一番長老の木に尋ねました。彼は「私た

ちは長く持っているものは、いつも見慣れ

ているので 、失うことを心配せずにそれら

の世話をするのは忘れてしまいます。しか

し、それらがなくなると私たちはとても寂

しくなります。君の落ちた葉がそれを思い

起こさせます。でも、決して心配しない

で。私たちは何回も繰り返し必ず新しくな

るのです。葉が出る季節になればあなたの

葉はもう一度現れるでしょう。そしてまた

季節が来れば落ちるでしょう。それが人生

というものだよ！」と長老の木が説明しま

した。その時から木は長老の木と親しい関

係を結びました。彼の助けで、木は冷た

い、厳しい冬の風と雪の重さも恐れずに耐

え忍ぶことを学びました。 

 その話を聞いて小さな木は、安心しまし

た。季節ごとに彼は花を咲かせ果を実らせ

成長し続け立派な大人になりました。土の

中に降ろしている根は、年を重ねる毎に
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増々強くなり、美しくたくましい木になり

ましたので、人々が彼を見に来ました。ま

た子供たちが木のそばで遊び、彼の枝に座

ることも大好きでした。その後この木は何

世紀にもわたって大勢の人に喜びと安らぎ

を与えたそうです。 

 私たちも成長しながら恐れから恐れへ生

きています。問題のシャワーと心配の雨、

思いがけない試練の風と災いの暴風が私た

ちを激しく襲ってきます。また私たちは

度々持っている物や愛する大切な人も失っ

てしまいます。いつかその時が来れば、必

ず老化することの厳しさと日々の疲労の重

みをひどく感じるでしょう。しかし恐れて

はいけません。涙は人を成長させるために

必要なものです。たとえ太陽が雲の後ろに

隠れていても、人生は素晴らしいです。悩

み、心配し過ぎる私たちにイエスは「恐れ

ることがない、見よ、私はすべてを新たに

します」〈参照：黙示録 21, 5〉と励まし

ています。そしてまたイエスは私たちを誘

います。「疲れた者、重荷を負う者は、だれ

でもわたしのもとに来なさい。休ませてあ

げよう･･･そうすれば、あなたがたは安らぎ

を得られる。」(参照：マタイ 11, 28-9)

と。 

 
 
 

 

6 月 4 日（日）ミサ後に評議会活動報告会が行われました。ここ数年コロナ禍のた

めに行われておらず、久しぶりの開催でした。 

報告会は Ta 会長の司会で進行され、まず To 前会長より過去 2 年間の任期中の活

動報告、振り返りがありました。続いて Ta 会長が北須磨教会の現状、今後の活動方

針について話をされました。その後、財務委員会より教会の財政状況、決算・予算に

ついての説明がありました。最後に高橋神父のお話で締めくくられました。 

短い時間ながら、私たちの教会の現状や今後の方向について情報を共有することが 
できました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

評 議 会 活 動 報 告 会 
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2023 年 7 月 典礼奉仕者表 

月日 主日 司式者 先唱者 地区  聖書朗読 地区 聖体奉仕 

7/2(日)10 時 

年間第 13 主日 
Fr. 高橋 YY 6A 

① 

② 

NS 

OT 

1 

6A 

― 

― 

7/9(日)10 時 

年間第 14 主日 
Fr. 中川 IH 4 

① 

② 

IT 

TM 

4 

6A 

NY 

HT 

7/16(日)10 時 

年間第 15 主日 
Fr. 高橋 YS 6A 

① 

② 

MS 

OM 

2 

3 

― 

― 

7/23(日)10 時 

年間第 16 主日 
Fr. 中川 KK 2 

① 

② 

IN 

SM 

4 

5 

NS 

YK 

7/30(日)10 時 

年間第 17 主日 
Fr. 中川 UT 6A 

① 

② 

MT 

TM 

3 

6A 

NY 

HK 

 

 

 

☆評議会と活動報告会☆ 

 委員会などの活動にウイルス禍による

制限がなくなりました。 

 ５月１４日に評議会が、６月４日に活

動報告会が開催されました。評議会議事

録はロビーに掲出予定です。 

 

☆墓地委員の交代☆ 

長い間 A さんが墓地委員をして下さい

ました。有り難うございました。 

これからは T さんにお願いしていま

す。 

 

 

 

☆転出されました☆ 
 

7 地区から梅田教会へ 

  ｾﾊﾞｽﾁｱﾝ KF さま 
 

どうぞお元気で！ 

 

☆転入されました☆ 
 

垂水教会から第 1 地区（北落合）へ 

ｱﾝﾄﾞﾚｱ IH さま 

ﾏﾘｱ･ﾏｸﾞﾀﾞﾚﾅ  IM さま 

ﾏﾘｱ・ｺﾞﾚｯﾃｨ IN さま 

ﾏﾘｱ・ﾃﾚｼﾞｱ IK さま 

ﾏﾘｱ・ﾍﾞﾙﾅﾃﾞｯﾀ IN さま 
 

ようこそ北須磨へ！ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 知 ら せ 

評議会より 

編 集 後 記 

新しいメンバーによる評議会が行わ

れ、久しぶりに活動報告会が復活しまし

た。評議会からのお知らせにある通り、

活動にも制限がなくなってきました。 

中でも個人的に一番嬉しいのはミサ後

にロビーでコーヒーのサービスが復活し

たことですが、皆さんはいかがですか？ 

（GTH） 
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